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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：豊中市上新田 3-3 
最寄駅：北大阪急行電鉄「桃山台」下車徒歩 8 分
　　　　阪急バス「新田幼稚園前」下車すぐ
一般公開：毎年 11 月下旬頃　団体見学：随時受付
問合せ先：豊中市教育委員会 地域教育振興課文化財保護係
TEL：06-6858-2581

北摂

　豊中北部を結ぶ旧勝尾寺街道沿い、千里
ニュータウンの片隅に残る木造校舎のことを
ご存知だろうか。明治 33 年に建築され、昭
和 48 年（1973 年）まで使用されていた旧
新田小学校校舎である。
　新田小学校は、学制発布により明治 6 年、
真覚寺に始まったが、その後、尋常小学校 4
年の義務教育が開始された明治 33 年、この
校舎が新築された。
　2 学年 1 教室の複式学級で、二つの教室に
挟まれた中央部に玄関、応接室、教員室、南
端に教員住宅も併設された。
　以後、明治、大正、昭和を通じ、村人の寄
付も受けて徐々に増築され、校庭も確保され
ていたが、1 学年 1 学級の小さな小学校は、
千里ニュータウンの発展による環境変化に伴
い、昭和 48 年、現在の校舎に移転された。
　創建時の旧校舎は残されて、昭和 50 年に

大阪府の文化財に指定された。
　建物は、木造桟瓦葺き、南北（桁行）16 間半、
東西（梁間）4 間半、前面に巾 1 間の吹き放
ち廊下が設けられ、正面には寺院建築風の玄
関がつけられている。
　正面玄関には式台があり、正面に虹梁と蛙
股をそなえ、入母屋の妻の上には、「學」の
字の鬼瓦が載せられている。
当時の上新田は、谷筋に棚田がのびて、炭焼
小屋が点在し、ニュータウン以前は、ウサギ
を見かけることがあった。山間のこの地で、
親と子と教育者が懸命に求め、繰り広げた教
育活動と「学び舎」としての校舎が織りなす
歴史を垣間見るとき、建築物が、人々を包み
込む活動の場としてあることの重さに思いを
馳せずにはいられない。　　　  （渡邉秀博）

（写真提供：豊中市教育委員会）
（参考資料：「文化財ニュース 豊中 No.28」「旧新田小学校校舎」

いずれも豊中市教育委員会発行）

所在地：東大阪市御厨栄町 4-1-10
最寄駅：近鉄奈良線河内小阪駅下車 北東へ徒歩 5 分
開館時間：午前 10 時〜午後 4 時 30 分
休館日：日曜日・祝日・創立記念日（2 月 15 日）
　　　　年末年始・大学の休暇日
連絡先：学校法人 谷岡学園　TEL：06-6781-0384

東大阪

　昭和 9 年の室戸台風により倒壊した大
阪城東商業学校（現大阪商業大学）の木
造校舎に代わり、昭和 10 年 12 月に竣工
した建物。設計は早稲田大学の清水先生
と福田兵次郎氏、施工は大阪城天守閣を
設計した波江悌夫氏が担当した。
　鉄筋コンクリート構造 4 階建。間口 15
間・奥行 25 間の平面規模で南面に玄関、
その上部に搭屋を設け時計台としている。
　シンメトリーな南側立面は、建物の正
面性を表現。白い壁に設置されたアーチ
窓と上部の円形窓が印象深く建設当時と
しては先駆的な意匠であった事が窺える。
　建物完成当時は『白亜の殿堂』と評さ
れた。
　1・2 階部分は中央廊下の左右に居室
を配する中廊下型プラン。その上階 3・4
階を吹抜とした 1500 名収容の講堂を設

けるという平面プランとなっている。
　玄関横の階段手摺に設置された照明と、
廊下天井に等間隔に設置された球形の照
明が室内の雰囲気をよりレトロなものとし
ている。3.4 階講堂の大空間に設置され
たなだらかなアーチ天井も印象深い。
　昭和 55 年（1980）大阪商業大学の正
門前から、約 33.5m 北西に移動させると
ともに、改築復元が行われ、現在は近世
大阪の商業に関する古文書・貨幣・両替
屋で使用された道具類・河内の農具・木
綿資料を展示する商業史博物館として利
用され広く一般にも公開されている。
　本建物は外観及び内部の意匠にすぐ
れ、「造形の規範となる」ことから、平成
12 年（2000）に東大阪市では最初とな
る国の登録有形文化財として登録されて
いる。　　　　　　　　　　 （篠原利一）

南東面から見る

階段手摺照明と 1階中廊下 講堂（1500 名収容）

きゅうしんでんしょうがっこうこうしゃ
旧新田小学校校舎

おおさかしょうぎょうだいがくたにおかきねんかん
大阪商業大学谷岡記念館
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正面玄関の鬼瓦
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